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 第６ 章   計画の推進  

 

 
 

計画を推進していくためには、市民・事業者・行政などの各主体が連携し、役割分担をして

進めていく必要があります。各主体が協働して計画を推進していけるような体制づくりを進め

ます。 

（１）パートナーシップによる推進 

本市では、第 2 次生駒市環境基本計画策定時、市民・事業者・行政の三者が対等な立場で参

画する、生駒市環境基本計画推進会議（ECO－net 生駒）を設立し、同計画を推進してきました。

協働による取組を推進する中で、環境モデル都市に選定され、市民団体や民間企業との共同出

資により「いこま市民パワー株式会社」を設立するなど、多様な主体が連携できる体制を築い

てきました。 

また、本市では、市の活動や市内の事業者を含めた市民の活動によって生じる様々な環境負

荷を減らすために、継続的に取組を改善し、環境行動を推進するための仕組みとして、「生駒市

環境マネジメントシステム」を運用してきました。 

本計画を推進する上でも、引き続き、第 2 次生駒市環境基本計画を推進する体制の中で築き

上げた、協働とパートナーシップに基づき、生駒市環境基本計画推進会議として取り組んでき

た実績も活かしながら、多様な主体と協力・連携して推進できる体制づくりを進め、市民・事

業者・行政が一体となって推進します。 

（２）環境審議会 

環境審議会は生駒市環境基本条例に基づいて、市の環境の保全及び創造に関する施策を総合

的かつ計画的に推進するために設置されています。学識経験者や市民団体の代表、事業者、公

募市民などで構成されており、環境基本計画の進捗状況について報告を受け、学術的・専門的

な見解や市民意見の施策への反映を図ります。 

（３）庁内の推進体制 

市が取り組む環境関連施策・事業は、環境部局を中心に、庁内で一体的に推進していくため、

生駒市環境マネジメントシステムで総合的・横断的な調整を行い、計画的な推進を図ります。 

  

 計画の推進体制 １ 



 

 

78 

 

 

生駒市環境マネジメントシステムを活かした PDCA サイクル 

計画の進行管理では、生駒市環境基本条例に基づき設置されている、環境の保全及び創造に

関する施策を効果的に推進するための仕組みである生駒市環境マネジメントシステムを活か

します。 

これまで、生駒市環境マネジメントシステムの進行管理を行うなかで、進捗状況を毎年点検

し、目標の達成に向けて次年度の方針へ反映し改善する仕組みを確立し、着実に環境行政を進

めてきました。本計画の進行管理においても、引き続きこの仕組みを活用し、目標を共有する

ことで、PDCA サイクルによる適切な進行管理・点検・評価を行います。 

なお、事業の進行にあたっては、個々の事業を柔軟に見直したうえで計画し、適宜評価を行

うなど、スピーディに進行管理することを念頭におきます。 

具体的な進行管理の方法としては、行政内部で計画の進捗状況を検証するとともに、環境審

議会において、行政内部での検証や総括について意見・提案をもらいます。 

さらに、市の各分野別計画に示された環境に関する施策との整合を図り、市の総合計画の進

行管理と連携し、その結果を活用して計画の進行管理を図っていきます。 

 

 

 
図 6-1 第 3 次生駒市環境基本計画の PDCA サイクル 
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